
よく見かける身近な生き物たち、食卓に並んでいる魚介類、近い将来、それらを当
たり前のように目にすることができなくなるかもしれません。生物の減少を食い止め、
保全するためには、まずは、どこにどんな生き物がどのくらい棲んでいるのかを知る
必要があります。
環境DNA技術は、水の中に溶け出た生き物の排泄物などに由来したDNA（環境DNA）

の情報を調べることで、水生生物などの生息状況（在不在や生物量）を簡便に評価で
きます。私たちはこれまでに、この技術を使って、オキサンショウウオやタガメなど
の絶滅危惧種や、宍道湖のヤマトシジミやニホンウナギなどの水産資源の生息状況の
一端を明らかにしてきました。
このような生物分布などに関する基礎情報を蓄積するとともに、地元自治体におけ

る環境調査や地域の資源管理の際に実用的に利用できる環境DNA技術の開発も進めてお
り、将来的な社会実装を見据えて取り組んでいます。
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